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                                         Abstract

            The  purpose of  this paper is to investigate Hayashi Shojuro's seldom  explored  transla-

        tion, 
"Mokllba

 no  Sho" {The Book  of  Wooden  Horse) and  its publishing history, and  to de-

        termine  its meanlng  for the modern  physical edueation  in Japan.

            
"Mokuba

 no  Sho" is more  of  a  book on  horse vaulting  than  simply  a book on  horse rid-

        ing because of  its description of the flve kinds of exercises  from the back of the horse and

        tweive exercises  from the side  of horse.

            The contents  of  this book are  in complete  agreement  and  comspicious  similarity  to the

        French Army's textbook on  gymnastics instruction 
"Ministere

 de ta guerre (lst Ed, 1gr7) :

        Instruction pour t'enseignement de la gymnastique".  Therefore, it is unquestionable  that

        
"Mokuba

 no  Sho" was  translated from it.

            Hayashi  Shojuro (1824-1896. formerly a  professor  of  French at  Kaiseisho. National

        Academic Institute) was  one  of  the most  famous scholars  at the encl age  of  the Edo  peried.

        From  December  1866 to the early  spring  of 1868, he also  held an  additional  post as  the offi-

        ciat  French translator for the Japanese Army  in the eavalry,  artillery  and  infantry divi-

        sions.  This was  necessary  because the Tokugawa  Shogunate employed  a  party of military

        advisers  from France, whose  leader was  Captain Chanoine.

            Even  though the translation of 
"Mokuba

 no  Sho" is not  ctearly  dated, it can  be pre-

        sumed  that it was  prepared  in 1867 because of  Hayashi's occupation  as  a  transtator for the

        party of  French Military advisers  and  his subsequent  military  service  for the Tokugawa

        Shogunate in the Boshin civil war  from early  1868.

            It is well  known  fact that the party of  French military  adviser  seriously  considered

        basic gymnastics  as  necessary  for soldier  tralning, and  taught Japanese soldiers  how to do

        gymnastics (rentaiho) . Furthermore, in the memorial  presented to shogunate  in 1867 (The

        Chanoine Memorial), it is ctearly  written  that the party had brought with  them a  fully i]lus-

        trated book on  gymnastics. Initially Hayashi Shojuro read  the book as  the officiat  trans-

        Lator. He took  particular notice  of the section  on  horse vaulting  as  training for the cavalry

        and  subsequently  translated it into Japanese.

            The historical meanings  of  this book for physical  education  in modern  Japan are  as

        follows :
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1．It　is　the　oldest 　book　dealing　with 　the　physical　education 　of 　the　west ．

2．This　is　a　memorable 　book　in　the　history　of　Japanese　physical　education 　because　it　was

the　first　aeademic 　study 　based　on 　an 　origina 且foreign　text，
“
Minist色re　de　la　guerre （lst　Ed．

1847 ）：　lnstruction　pOur　renseignement　de　la　gymnastique．
”

3．During　the　first　half　of　the　Meiji　period　French　gymnastics 　were 　for　the　most 　part　by

the　military ．　For　example ，
‘5Taiso

　Kyohaガ
’
（Textbook　of 　Gymnastics） was 　written 　by　the

military ，　modeled 　after 　the　French　 version ．　It　was 　 later　apphed 　to　physica｝education 　in

亅apan
’
s　middie 　school 　system ，

“
Mokuba 　no 　Sho

”

was 　the　first　book　in　the　history　on 　French

gymnastics 　in　the　Meiji　period．

4．This　is　the　first　book　in　 which 　the　scientific 　term　 of　the　study 　of　physical　education 　as
‘6shin

しai　undo 　gaku
四

（science 　of　physical　movement ）was 　used ．

5．This　book　shows 　 us　that　the　apparatus 　of　gymnastics 　in　Japan　was 　derived　from　the

French　 mititary 　gymnastics ，　especia 旺y　horse　 vaulting 　for出e　training　of 　the　cavalry ．

　　 Above 　all，
鱒
Mokuba 　no 　Sho

”

is　memorable 　as 　the　book　which 　introduced　modern 　Euro−

pean　physical　education 　to亅aPan ．

　　 Key　words ：Hsyashi　S』ojum ，
　Mokub 巳 no　S』o ，

　end 　of　edo 　e隔 ，
　French　gymn 躙 而08 ，

　Instruc−

　　　　　　　 ¢ion脚 r　l’enseignement 　de　la　gymnaspa 凹 e．

　　　　　　　　　　　　　　　　（J叩 ■nJ ．　Phys．　Edut．，38：157一薑73，　Sep山ember ，且993．）

キ
ーワード ：林正十郎，木馬之書，幕末，フ ラ ン ス 体育，ア

　 　 　　 　 ン ス トリ ュ ク シオ ン

緒 言

　林正十郎 「木馬之書」 に つ い て は ，
これ まで國

書総 目録
7）

， 近世武道文献目録
3）

， 洋学史辞典
13）

（p ．628）等 に取 り上げ られて い るが ， 全 て林正十

郎訳 の馬術書 と して の 文献紹介で あ り，体育史的

な観点か ら検討 を加えられた こ とは なか っ た．

　
「
木馬」 は，古事類苑

5）
に も見える よ うに

， 慶

長以 来の 歴 史を持 つ 鞍懸を模 した馬術練習用 具で

あ り， 木馬箇条録 ， 木工 馬之書 ， 木工 馬之事 ， 木

馬集要な どは その ため に編 まれた馬術書
3’7）

で あ

る．

　 しか しなが ら林正十郎 「木馬之書」 は，書名は

同様 であ っ て も ， わが 国 近世以 来の 伝統的 な馬術

書とは 2 つ の 点で 異な っ て い る．その 第 1 は
，

フ

ラ ン ス陸軍の 「
身体運動学書」 に基づ い た西洋式

の 「木馬」 の 書だとい うこ とで ある．第 2 に ， そ

の 木馬運動は後の 体操教範等に 見られる木馬運動

と同様，すで に実用的な馬術とは異な っ た ， 器械

体操 として の 木馬運動 （現在の 鞍馬運動 と跳馬運

動の 祖形）で ある とい う点で あ る．

　そこ で ，本研究で は 林正十郎 の経歴や 著書の 検

討 を行 い ，さ らに
「
木馬之書」 の 内容 を原書 と推

定 され る仏書
1ω

や ， 田辺良輔 「新兵体術教練 」

26｝
，

後の 陸軍省出版
「
体操教範」

20’21）
中の 木馬運動等

と比較 しなが ら分析 し，林正十郎
「
木馬之書」 が

著 されるに至 っ た背景と， それ が わが国近代体育

史上に 有する意義 を明らか にする こ とを試み る、

1．林正 十郎 につ い て

　林正十郎は ， 幕末仏 学史上 著名な人物であ っ て ，

洋学 史辞典
13）

（p ．577）， 明治維新人名辞典
12｝

， 明

治過 去帳
19）

，江戸 幕臣人名辞典
6）
，な どに も収録

され て い るほ か ， 仏学史研究者富田
Z7’Z8’29）

に よ

る研究があ り， 経歴 なども大要は 判明して い る，

が，当然なが らそれ はフ ラ ン ス 学の 始祖 とい っ た

観点か らの 研究で あ る．

　（1） 経　 　　歴

　こ こで は， まず最 も簡潔に まとめ られて い る洋

学史辞典
13｝

（p ．577）の 経歴 を記 してお こ う．

　　「はや ししょ うじゅ うろ う　 林正十郎　1824−

　　1896（文政 7 一
明治 29）文政 7 年 11月 15日に菊

　　地秋庭の 三男 と して 摂津国西成郡中島新田 に

　　生 れ た．フ ラ ン ス 学の 始祖 と い われ る村上英

　　俊に フ ラ ン ス 語 を学び （後に破門）， 後に 蕃書
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　　調所の 仏学教授の 手伝，開成所教授職並 にな

　　る．後に 母方の 姓 を名乗 っ たため ， 姓が菊地

　　か ら林へ と変わ り， 名前 も欽次 とな っ た．明

　　治 3 年（1870）に名占屋 藩の 洋学校の 教師とな

　　 り， フ ラ ン ス 人ム リ エ Pierre∫oseph 　Mour −

　　rier と知 り合 う．諸般の 事情に よ り，ほ ぼ 1

　　年後に洋学校は解雇 とな る．東京に戻 っ た林

　　欽次は，明治 5年（1872）末に
「迎曦塾 」 とい

　　うフ ラ ン ス語塾 を開校 し，ラ リ ュ
ー Charles

　　Larrieuとフ ー
ク Prosper　Fortune　Fouque を

　　雇 っ て い る．こ の 塾 は明治 15年（1882）まで続

　　い たが ， 当時 として は 長 く存続 した方で ある．

　　明治 29年 2 月 14日に死 去． い ま東京青lll墓地

　　に眠 っ て い る，」

　なお ，本研究 に関連す る事 項 を富 田
z7 ）

に よ っ

て補足 して おこ う．江戸 で村上英俊 につ い て フ ラ

ン ス 語を学ん だの は安政 2 年（1855），蕃所調所（後

の 開成所）教授手伝 とな り，林正十郎欽次 を名の っ

た の は 文久元年 （1861），開成所教授職並 に 昇進 し，

合わせ て陸軍所三 兵御爾兼に任ぜ られたの は 慶応

2年（1866）12月 8 日 ， 開成所を退職 したの は 慶応

4 年 （1868）頃で あ り， 定 か で は な い （注 1）．

　〔2〕 著　 　 書

　林正十郎は，仏学者 と して 開成所時代に月課 と

して訳 した と考えられ る
「法郎西 軍制 （佛蘭西軍

制）・陸軍編 」 2 巻 1冊が代表的 な著作で ある ．「法

郎西軍制（佛蘭西軍制）
・陸軍編 」 は フ ラ ン ス の 徴

兵制度に つ い て の わが 国最初の 研究書で ，上 巻は

徴兵制度の 概要 ・除役 ・郷保 ・代任 ・
服役

・徴兵

検査 ・賑恤，下巻は武官俸職 ・軍営
・
軍事裁判

・

軍費 ・廃兵院に つ い て項 目別に記 して い る．合計

69丁の こ の 翻訳 の 写本 （明治初年太政 官及び左院

各 1 冊）が内 閣文庫 に残 されて い るが，翻訳 の 完

成年代 や 原 本は明 ら か で は な い （洋学史辞典
13，

P ．628）．

　た だ し一ヒ下巻中に
「
開成院助教 　林正十郎訳」

とある こ とか ら，
「
開成所教授職並」 時代の

「
木

馬之書」 よ りは早い 時期の 著作で ある こ とは 間違

い な く，慶応元
一 2 年（1865−66）で は な い か と考

えられる．

　また，同 じ頃に翻訳 され．た と考え られ る
「
遠西

写真術書草稿」 が伝えられて い る．これ は写真術

の 起源を述べ た もの で ある ．（桑嶋
8
り．

　さ ら に，明治維新 人名辞典
星2）

に よる と林 正十

郎 は 「仏蘭西歩兵操練書 」 を刊行 して い るが ，富

田 （富田
zz｝

pp．204− 5）に よ れば こ れ は 「
法郎西

軍制 ・陸軍編 」 の こ とで はない か とい う．

　さらに，洋学史辞典
13）

（p．628）「
フ ラ ン ス 軍制」

の項目に
「
別に馬術書木馬之書の 訳 もある 」 とさ

れて，
「
木馬之書」の存在も一

部に は知られて い た．

　（3） 兵学者 と して の林正 十郎

　　 
「
法郎西軍制 ・陸軍編 」 の 研究

　林正 十郎 は
， 開成所教授 と して フ ラ ン ス 語 を教

えた り，ある い は明治維新後に フ ラ ン ス 語塾 を開

業するなど
，

わが国の フ ラ ン ス学の 開拓者の 1人

として ， 仏学者 として の 性格 にこ れ まで関心 が寄

せ られて い た，が，その 主著が 「法郎 西軍制 ・陸

軍編 」 で ある こ と，後述する よ うに
「木馬之書」

が 「佛国兵学校中の 身体運動学書 」 で ある こ と，

さらに幕末にあ っ て は体操が軍制改革と密接な関

連 を持 っ て い た こ とを考慮 する ならば ，体育霄 と

して の 「
木馬之書」 を検討するに先立 っ て

， 兵学

者と して の林正十郎の検討 も不可 欠で あろ うと思

われ る。

　林正十郎の 子孫が 書 い た とされ る
「
林欽次 の こ

と」
22｝

に よれ ば
， 林正十郎 は幕末 フ ラ ン ス学者 と

して の み な らず，フ ラ ン ス の 兵学 に つ い て も精通

した 人物 とみ な され て い た．墓碑 に も 「最精於兵

学 」 （富田
2s ）

p ．67）とあ り， それ を裏付 ける．

　　「佛 学者 と して きこ えた父 も， また厚 く招聘

　　されたこ とは ，
い うまで もな い ．当時 フ ラ ン

　　ス 語学応用の 範闘は
， 兵医両学に 限 られ て い

　　たか ら，常に時代の な りゆ きに，虎視眈々 と

　　 して ， 何か機会はない もの か と， 考えて い た

　　父 は，は や くか ら高島秋帆 と交際 して，兵学

　　の 書籍 を読み あ さ り，仏兵学者 として，人に

　　認め られて い た ようで ある．」 （桜 井
22〕

p ．49）

　林正十郎の 先祖は 武士で あ っ たが ， 建武の 中興

の こ ろ破 れて 大阪 に 土着 し，帰農 した とい わ れ る．

林正十郎 自身は い くつ の 頃か明確で は な い が，大

N 工工
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阪の 商人に 見込 まれて ，婿養子 とな り，後 に妻子

を捨て て江戸 に出奔 して，フ ラ ン ス 語 を学 び，開

成所 の 教官 として学者 の 道 を歩 き始めたこ とにな

る （桜井
22）

pp．1 −36）．が，単なる書 斎学者で な

か っ た こ とは，先駆的な兵学家高島秋帆 と交際 し

て兵学の 書 を読み あ さ っ て い る こ とで もわ か る

し ， さ ら に は 戊辰戦争に 際 し ， 墓碑 に も 「戊辰之

難従会津侯」 （富田
28）

p．67）とあ る通 り，幕府側

に つ い て会津戦争 に参戦 して い る こ とか ら もわか

る ．その 参戦の しかた もきわ め て 行動的で ある．

　　
「
会津軍中，最も進ん だ知識者で ある と，自

　　ら任 じて い た彼の 腰 には ，当時，め っ たに見

　　 るこ との で きなか っ た七連発拳銃がつ けられ

　　て い た．そ の 頃 ， 会津軍が持 っ て い た銃器の

　　大部分は，先込の 旧式銃 であ っ て，エ ン ピー

　　ル ス ナ イ ドル の ように ， 元込銃 さえあ まりな

　　か っ た の だか ら
，

こ の 拳銃が
， 陣中で は驚異

　　の まとだ っ た こ とは， まこ とに当然で あろ う

　　と思 われる．陣地の 前面遥か に敵影が 見える

　　と ， たちまち腰の拳銃 を抜い て ， 得意げに 二
，

　　三 発打ち放つ の で ある．も とよ り距離など考

　　 えずに うつ の だか ら，命中す るはず もない の

　　だけ れ ど， なみ い る兵達は ， 目をみ は っ て ，

　　その 武器の 精鋭 に 驚 きい っ た 」 （桜 井
22｝

pp ．

　　53−54）

　 こ うした，農，商 を経て，江戸 に出奔 し． フ ラ

ン ス 語 を学ん で学者 となり， さらに武人へ と変身

を遂げ ， さら に 明治に な っ て か ら は フ ラ ン ス 語塾

を開業 した り，茶園 を経営 して実業家と して成功

す る （富 田
2B）

pp ．59−99）林正 十郎 は ， 封建社会 の

行 き詰 ま りか ら士 農工 商とい う社会階層の 固定性

にひ びが 入 り，階層移動が 叮能に な っ た幕末か ら

明治 に 至る社会を象徴する人物で ある ように み え

る．

　　  シ ャ ノ ワ ン ら フ ラ ン ス 軍事顧問団 との 関

　 　 　わ り

　と こ ろ で
， 鈴木

24）
は 上 に 述べ た会津戦争 に お

け る林正十郎の 拳銃は フ ラ ン ス 製で はな い か と推

測 して い る．とい うの は ， 江戸が官 軍に無血占領

され た 翌 日，慶応 4 年 4 月 12日， 3 人の 幕臣 （田

島金太郎，
一

色純
一

，林正 十郎）が江戸の ど こ か

で 写真 を撮 り， そ の 内 の 1枚 に
“
Hayachi，　Cap・

taine　d
’
Artillerie　Japonaise．　 A 　 Yさdo

”
（林　日 本

砲兵大尉 　江戸 に て）と署 名を して ，
フ ラ ン ス 軍

事顧問団シ ャ ノ ワ ン 大尉へ 贈 っ て い るので あ る．

孫の 林紀
一
郎に よれば ， そ の 写真は林正十郎本人

で あ り， 彼が 会津に招か れ た の は慶応 4 年春 ，

「
そ

の 大砲に関する技術 を買われ て 」 の こ とで あ っ た

か ら， 砲兵大尉の 署名 はその ためで は ない かとい

う．

　周知の ように，シ ャ ノ ワ ン ら第
一
次 フ ラ ン ス 軍

事顧問団が横浜に到着 した の は．慶応 3年 1月 13

日（1日暦慶応 2 年 12月 8 日）の こ と （篠 原
23｝

p ．131）

で あ る．林正 十 郎が ．「
開成所教授職 並 」 と

「
陸

軍所三 兵御用兼」 に任ぜ られ た の は ，同
一

日付の

慶応 2 年 12月 8 日の こ と
6）
で あ る． また ， シ ャ ノ

ワ ン た ちの 横浜太田 村屯所の 居留 とと もに
， すで

に開成所教授職 にあ っ た入江文郎 と，新任教授林

正十郎の 2名が 「
横浜三兵伝習局翻訳」 の ため ，

「
横浜表に差 し遺」 らる ことにな っ た のが ，慶応

3 年 1 月 25 日
1）

で あ っ た．

　 林正 十郎が シ ャ ノ ワ ン に 自分の 写真を贈 るほ ど

深 い 関係をもつ ように な っ た の は，こ の 時以
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文郎の 文章は フ ラ ン ス語 と して も内容の 面で も卓

越 して い る の に対 し，林正 十郎の フ ラ ン ス 語は，

現在の 水準か らす れ ば ，

「こ れが幕府最高の 洋学

研 究機関の 教授 ス タ ッ フ の 手に な る もの か と思 う

ほ ど稚拙 な フ ラ ン ス 語で 書か れ て ある」 （富 田
27 ）

p．350）と い う．

　入江 は天保 5 年（1834）松江藩医入江元 範の 子 と

して 生 まれ ，
は じめ 江戸で 蘭学を学ん だ．フ ラ ン

ス 語は元 延元 年（1860）横浜で フ ラ ン ス 公使館通訳

官プ
ー

プ （Veuve）に つ い て 50 日ほ ど習 っ た．文 久

元年 （1861）に は蕃所調所 出役教議手伝 とな り，
こ

の 時代 さらに プ
ー

プ に つ い て フ ラ ン ス 作 文と発音

を学ん で い る．慶応元年 （1865）には 開成所教授職

並 とな り，フ ラ ン ス 軍事顧問団の 到着 とと もに彼

らの 翻訳係に つ い て い る（篠原
231p

．184）．

　即ち， 林正十郎よ りも先任教授で
，

フ ラ ン ス 語

力 も林正 十郎 を遥か に抜 きん で た 人物 で あ る。

シ ャ ノ ワ ン 建白書 をは じめ ， 緊急性 の 高 い 文書 の

翻訳や
，

フ ラ ン ス 軍事顧問団 と幕府の 間の 正式文

書の 翻訳の 多くが 入江 文郎に よ っ て な されて い る

（勝
4｝

pp221
−339）の は こ うした理 曲に よる もの と

考えられ る．

　 こ れに対 して林正 十郎は，入江文郎ほ どの 語学

力は なか っ た に して も，や は り当時の フ ラ ン ス学

の 代表的頭脳 で あ っ た．また既 に 開成所助教時代

に 「
法郎西 軍制 ・

陸軍 編」 を翻訳 し て お り
，

フ ラ

ン ス 語 と軍事学の 知識 を兼備 した人物 として， フ

ラ ン ス 軍事顧問団の 翻訳係 として は最適任で あ っ

た と思わ れ る．緊急性の 高 い 文書や ， 正式文書の

翻訳 を担当す る こ と の 多かっ た入江文郎 と違っ て ，

林 正十郎 は， フ ラ ン ス 書 をじっ くり和訳 した り，

或 い は 「大砲 に 関する技術 」 （鈴木
24
り等 の 実戦的

操作 や知識 の 伝達 に際 して 通訳に 当た る な ど一定

の 役割分担があ っ た の で はない か と推測 され る．

　 こ の よ うに考えれ ば，後述 す る慶応 3年（1867）

4 月 の シ ャ ノ ワ ン
「建 自和解 」 の 中で gymnasti ・

que が
「
練体法」 と訳 された の は

， 入江文郎が 担

当 したか らで あ り， 林正十郎の 「木馬之書」の 中で

は 「身体運動学 」と訳 されて い る理 由 も氷解す る．

　 以上 の よ うに，林正十郎 が フ ラ ン ス 語研究 と フ

ラ ン ス 軍制研究 を経て ，慶応 2 年 （1866）末か ら 4

年（1868＞春 ご ろ まで ，「開成所教授 職並」 と
「
陸

軍三兵御用」 を兼任す る形 で，シ ャ ノ ワ ン ら フ ラ

ン ス 軍事顧問団の 御用係を努め た こ と． 彼ら との

接触 を通 じて 兵学 へ の 理解 をい っ そう深め た と推

測で きる こ と を述 べ て，次に
「
木馬之書」 の 検討

に入 りた い ．

2．「木馬之書」 書誌

　（1） 本書 は，大 きさ は約縦 27，5cm × 横 19，5

cm ，12丁 か らな る和綴 じの 筆に よ る写本で あ る．

縦書 きで
， 楷書で きれ い に 手書きして あ り， 1 頁

に 10行ず つ ， 1行はお よそ 20字に書か れてあ る．

表紙に は木馬之書 とあるが，文頭 の 表題 に は 「木

馬書」 と 「之 」 を欠 い て い る（図 1 参照）．又，表

紙に は 後に加えられた と見 られる
「
第五 百二 十七

号」 と 「渡辺膚献十二 枚 」 の 付箋が つ い て い る．

図 1 林正十郎，木馬之書 （金沢市立図書館蔵）
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（2｝ 所蔵は 金沢市立 図書館加越能文庫 （注 2 ）

　
「
渡辺 庸旧蔵」 文書で ある （注 3）．

（3） 記述内容 （図 3参照）

　  第 1条（
「
馬尾上 よ り飛越る業」

… 「
木馬

　　之 書」 運動記述 の 検討櫛参照 の こ と）…12

　　挙動 ， 第 2 条 「馬の 側面 よ り飛越 る業 」
…

　　 5 挙動の 合計17種類の 木馬運動に つ い て記

　　述 されて い る。それ ぞれ の 運動に つ い て ，

　　運動方法の 説明 と発声法が付 されて い る．

  第 1 図 abc
， 第 2 図 abC

， 第 3 図 a

　 bC
， 第 4 図 abc

， 第 5 図 abc
， 第 6

　図 abcd ，第 7 図 abc ，第 8 図 abc

　 d ，第 9 図 abc ，第10図，第 ll図，第12

　図，第13図 ab ，第14図，第15図，の 15図

　 （記号 31種）の 図が 文中 に指 示 され て い る

　が ，写本に は図は省略 されて い る．

3．「
木馬之書」 の 性格

　（1） 原書に つ い て

　「原書は佛国兵学校身體運動学書中の 抄訳な り」

　 こ の 書 の 淵源に つ い て は上記の 序文が あ る．林

正十郎 は フ ラ ン ス 軍制研究者で あ り，フ ラ ン ス 軍

制中に兵学校があるこ とは既 に 「佛蘭西軍制 ・陸

軍編」 の 中に指摘 して い る．た だ しその 中で は兵

学校で
「
身体運動学」 が 教授 されて い る こ と

， 及

びその ため の
「
書物」 が存在 して い る こ とまで は

言及 して い ない ．

　 
「rnstruction（ア ン ス トリュ クシ オ ン）」 と

　　の 内容的
一・致

　こ の 「木馬之書 」 の原書が何であ るかは，明記

され て い ない ．が ， 後述の よ うに ，
1847年発行の

Minist¢ re 　 de　la　Guerre；Instruction　pour　 l
’
en ・

seignement 　de　la　gymnastique （字義通 りに は ，
フ

ラ ン ス 陸 軍省 ；
「
体操 教授 の た め の 教 本」 （以 下

「lnstruction（ア ン ス トリ ュ ク シ オ ン ）」 と略す）

（図 2参照）の 本文説明お よび付図が，殆ど正確に

対応す る とこ ろか ら， 原書 は同書 （但 し以下 に述

べ る よ うに版は 1860年版 かある い はそれ以 外の 可

能性 もある）である と判断され る．

《

　　　　　　AtLD　66E
』1i臓i5象1了ε　　｝ε　　且直　　  腿etre●

INSTRUCTION
　　殫 r鯱 i卿 1

ID肌 AO  AS恥

1
〆

　　 D鵬 圃 00鵬圏 DE  園

　 　 　 　 　 　 　 ロt

　LES 虚T▲BLlSSI闘瞳E翼TS 圏田凵！T▲IRBS．
’

　 　 　 　 　 ム｝Pロ　ロr　ロ

黙讐鞠’「．’・・　　　　　
’
　　　　　　

；’一、一，’
”’

　 　　　　 PARIS
LIBRム置RI皿 凹lL且T▲1臓S　D8 」．　DU 皿AINE．
　 　 　 餌 c「8 騨 8 邑勧 闘順 胡 隅 u 繍，
　 　 夏麗 eI 圓 ●9 齢 D開 凶 』馬 鉱

　 　 　 　 　 翼8‘7

『
ご

無，

図 2 　
「INSTRUCTION （ア ン ス トリュ ク シオ ン ）」（1847年〉

　  「シ ャ ノ ア ン 建白和解」 に見 られ る体操書

　　招来記述 と の 符合

　これ を補強す る 史料 と して ，「シ ャ ノ ア ン 建 白

和解 」 の 「調練 ・第一」．十二 」 （勝
4）
pp ．327） を見

てみ よ う．

　　「
日本の 兵隊 に練体法を教ゆ る こ と要事なる

　　べ し．自然身体 の 労役 を好 まざる人々 を して

　　屈曲自在，動作活 発な らしむ るためな り（現

　　在太田村屯所に於て
， 少 しこ れを行へ り．号

　　令を掛けて，或 い は頭 を左右に振 らせ，或 い

　　は上 下に振 らせ
， 或 い は手 を輪転 しなが ら走

　　らしめ ， 或 い は背行 して 走 り，或 い は 片足 に

　　て走 り， 或い は手 を連ねて同走 し．或い は膝

　　行 し，或い は両 人互ひに両手 をと りて引合 い ，

　　或 い は高きよ り飛下せ しむ る等，種 々 の 法あ

　　り．騎兵 も馬上 にて種 々 の 体勢をなす．使臣
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　　の うちにその 書を持参し，絵図等甚だ詳か な

　　りと聞け り．某い まだそ の 書を目覩せず ， 故

　　にそ の 詳を尽す能 はず）」

とあり，シ ャ ノ ワ ン
ー
行が 「絵図等甚だ詳な」 馬

上 の 運動 を含んだ体操書 と思 われ る本を持参 した

こ とが明記されて い る の で ある ．林正十郎は翻訳

係 と して ，こ の 本を真 っ 先に見 る可能性が あ り，

そ して
「
木馬之 書」 は こ の 内容 と見事に符合する．

  明治 7 年
「
体操教範」 の 原書名との

一致

　さらに，明治 7 年の 長坂昭徳筆述
「
体操教範」

に は，その 原書が1860年の 「ア ン ス トリクシ オ ン ・

プール ・
ラ ン セ イギ ュ マ ン ・ド・ラ ・ジ ム ナ ス

チ ッ ク 」 で あ る こ とが 明 記 され て い る （大場
17）

p ．175）． こ れ が lnstruction　pOur 　1’enseignement

de　la　gymnastique で あ り，同書の わ が 国 に お け

る実在は こ れ まで確認 され て い ない もの の
， 確か

にわが国に もたら されて い たこ とは確認で きるの

で ある．

　また，大場 （大場
16）

p．49）は ， 明治元年に 著 さ

れ た 田辺 良輔
「
新兵体術教練」 の 序文 に ある 「抑

此書た る や佛 国陸軍の 士官数人 を召 して伝習あ り

し時直に業を教うる に誤に令の み を記 したるもの

を授 くこれを得て 著述する もの なれば彼の 原書を

見 る と きは定て 相違す る こ と有ん 」の ，
「彼 の 原書 」

とは，明治 7 年の 陸軍省
「
体操教範」 の 原書 ， 即

ち1860年の
「
ア ン ス トリクシ オン ・プール ・

ラ ン

セ イギ ュ マ ン ・ド・ラ ・ジ ム ナ ス チ ッ ク 」 で あ り，

「シ ャ ノ ア ン た ちの 持参 した書も同様であろ う」

と 述 べ て ， シ ャ ノ ワ ン た ちの 持 参 し た 本 が

「lnstruction（ア ン ス トリュ クシ オ ン ）」 であ っ た

可能性 を既 に強 く示唆 して い た．

 
「
体操教範」 木馬運動との 類似

　また後述する よ うに，後に陸軍省か ら著 された

「体操教範 」 （陸軍省
21）

） に あ る木馬運動記述の

形式や 運動形態は
「
木馬之書」 と類似 点が 多く見

られ ，
こ の 点か らも木馬之書の 原書が 同書で あっ

た可能性 を強 く支持する の であ る．

  他の 仏体操書に見られる木馬運動

　なお
，

上 記
「lnstruction（ア ン ス トリ ュ ク シ オ

ン ）」 以 外に 幕末か ら明治初期 に かけて わが国 に

招来さ れ た仏体操書 として は，Napoleon　Dattey，

Science　du　mouvement （1857）
】1） 「運動学」 （国会

図書館〉，
M ．　NapolbOn　Laisn6　Gymnastique　prati．

que （1850）
9） 「実践 的体操 」 （国会図書館），や C．

Vergnes；Manual　de　Gymnastique，（1872）
30） 「

体

操 の 手引 き」 （国会図書館），が 代表的な もの で あ

るが，こ れ ら の 書に は 木馬運動が なか っ た り． あ

る い はあ っ て も 「木馬之書 」 とは記述内容や 図が

対応せず，原書で ある可能性 は ない ．

　以上の検討か ら， 木馬之書の 原書が 「lnstruction

（ア ン ス トリ ュ ク シ オ ン）」 で ある こ とは ほぼ 間違

い ない と思わ れ るが，それが 明治 7年陸 軍省
「
体

操教範」 の元 に な っ て い る 1860年版 か，ある い は

筆者の 見た1847年版か ， ある い は他 の 版か は厳密

に は わか らない （注 4 ）．こ れは今後同書 の 各版の

異 同を検討 して 明 ら か に して い か ね ばな らな い

が ， 以下で は と りあえず筆者の見た 1847年版 に基

づ い て述べ て い くこ とに した い ．

　｛2） 訳語 「身体運動学」 の 意義

　さて，明治初期まで の わ が国の 体育用 語 として

「
身体運動学」 とい う語は初め て 発見 された もの

で ある． しか もこ れ は 原書 表題 Instruction　pour

1’enseignement 　 de　 la　 gymnastique の 「
gymnas ・

tique」 に対応する訳語 と見られ る．

　 こ の 訳 語は 3 つ の 点で体 育史上大 きな意味 を有

す る．第 1 は
， gymnastique が身体の 運動 を示す

こ とば で あ る こ と を明確に認識 して い る点で あ

る．第 2 は
， 身体の 運動が 「学」 と して 捉え られ

て い る点で ある．第 3 は，それ らが示 された の が

慶応 3 年 （1867）か ら 4年 （1868）春にか け ての こ と

と考 えられ る点で ある．

　今村
2）
（pp．839−46），岸野

25｝
（pp．3 − 7 ），大場

18）

の 研究 に よれ ば，わが 国の gymnastic （英），
　 gym −

nastiek （蘭）は
， 軍 事的 な関心 か ら の 研究 と衛生

養生の 観点か らの 研究の 2 つ の 系譜を持 ち ， 次 の

よ うな訳語の 歴史を もっ て い る．

　　  弘化 2 年（1845）， 蕃書調所は ，蘭書 Smits

　　　亅．C．　J．：De　Gymnastiek　als　Volkscnderwijs
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　　（1845）を 「雑」 分類 し，

「
チ イム ナ ス テ ィ

ー

　　キ ， 但 ， 物体学の 書」 と訳して い る．つ ま

　　り，ジム ナ ス チ
ー

クの 内容 が十分理解 され

　　て い ない ．

  文久 2 年（1862），堀達之助は
「
英和対訳

　 袖珍」 に gymnastic を 「
身体を健康にす る

　 稽古」 としたが，辞書の ため，その 具体的

　　な内容 まで は 理解 され て い な い と思 わ れ

　 　る．

  元治元年 （1864）仏学者村上英俊 は
「
仏語

　　明 要 」 に gymnastique を 「
角力」 と して

　　い る．や は り具体的な内容が理解 されて い

　　ない と こ ろか らくる不正確な訳で ある．

  慶応 3年（1867）シ ャ ノ ワ ン の
「建白書 」

　　で は gymnastique が
「
練体法」 と訳 され

　 　て い る．

  また，慶応 3 年 （1867）に フ ラ ン ス 軍事顧

　　問団の 伝習 をうけた際 に，大鳥圭介が 訳 し

　　た とい われる
「仏蘭西軽歩兵程式生兵之部 」

　　に は
「
体学」 と訳 され て い る．

  西洋衛生学の分野で は辻恕介 「扶氏長生

　　法」 （慶応 3年頃〉で
「西国の 学校には ， ギ

　　ム ナ ス チ
ー

キ とい ひて踊躍動作 を学ぶ の 場

　　所あ りて 」 とあ り， gymnastic につ い て，

　　注 目は して い るが ，まだその 内容 につ い て

　　十 分 理 解 され る と こ ろ まで は 至 っ て い な

　 　 い ．

  また，慶応 3年 （1867）と見 られ る，佐賀

　　藩文庫図書 目録に は 「体学教導書」 があ り，

　　「
飛躍之事ヲ記 タ ル 書」，

「身体諸部 ヲ 運動

　　シテ 強健 ニ ス ル書 」 の 記述が見 られる．

  明治元年 （1868＞に は，田辺良輔 「新兵体

　　術教練」 で は
「体術 」 と訳 され て い る．

  明治元年（1868）に 沼津兵学校 ・同附属小

　　学校で
「
体操」

14，
と して い る．

  明 治 5 年 （1872）に は t

「樹 中体操法 図」

　　の なかで
，

「体操」 が 用 い られ たが
，

「学制」

　　で は
「
体術」 で あ り，

「
体操」 に替わ っ た

　　の は 翌 明治 6 年 （1873）か ら の こ とで あ っ

　 　た．

木馬之書は
，

こ うした 用語法の 歴史の なか で，

慶応 3 年頃 に gymnastique を
「
身体 運動 」 と理

解し，さらに それが単なる実用術 を越えた学問的

な性格 を持 つ こ とを示唆す るこ とば として 「学 」

を加え，
「
身体運動学」 と の 訳語 を当て て い る点

で 画期 的で あ る．こ れ は
「lnstruction（ア ン ス ト

リュ ク シオ ン ）」 に記 された gymnastique が厖 大

か つ 多岐にわたる内容で あ りなが ら， きわめて体

系的かつ 合理的 に記述 されて い る こ とを知 り得た

林正十郎 の
， 仏学者 ・兵学者 として の 理解 を示す

もので ある と見る こ とが で きる．その こ とは林正

十郎が写真 に対 して は
「遠西写真術 J とい う語 を

用 い て い る こ と の 対比か らも類推で きよう．

　〔3｝ 著作年の 特定

　厂木馬之書 」 に は著作年の 記述 は ない ．それ を

知 る手がか りは 「開成所教授職並 ・陸軍三 兵翻訳

兼　林正 十郎　訳稿」 の 記述で ある．

　林正十郎が開成所教授職並 に昇進 し，合わせ て

陸軍三兵翻訳係 を兼任 したの は，既に 述 べ た よう

に慶応 2 年12月 8 日の 事で ある．横浜に患発 した

と見 られるの は，翌慶応 3年 1月末 と考えられ る．

また ， 開成所教授職 を辞 したの は慶応 4 年頃 とい

われ定かで は ない が ， 慶応 4 年は 1 月か ら戦乱の

気運が高 ま り， 2 月には幕府とシ ャ ノ ワ ン たちの

契約解除が行なわ れ，春には林正十 郎も会津へ 向

か っ た とい われる， したが っ て こ の 職名記述が 正

確であり，後年の 著述で な い か ぎり，
「
木馬之書」

はシ ャ ノ ワ ン たちと接触 した慶応 3 年 （1867）か ら

慶応 4 年 （1868）の 春 まで の 間に 訳 されたこ とに な

る．先に 述べ たシ ャ ノ ワ ン建白書和解が ．
フ ラ ン

ス公使 ロ ッ シ ェ か ら徳川慶喜にだ されたの が慶応

3 年 4 月で あ り，そ の 前後に林正 十郎が 原書 を見

る こ とがで きた とすれば
， 慶応 3 年 （1867）の 間に

訳 された可 能性が高 い と思わ れ る．

4．「lnstruction（ア ン ス トリュ ク シ オ ン）」 の 概

　要

　Ministere　de　Guerre；Instruction　pour　l’en ・

seignement 　de　la　gymnastique （陸軍 省 ；体操教授

の ため の 教本 （注 5 ））は
，

1846年 4 月24 日付で 陸

軍認可を得，1847年に パ リ陸軍文庫か ら初版が 出
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版 さ れ て い る．全 文 200頁 の ほ か に   人 間 鎖

（ヒ ュ
ー

マ ン チ ェ
ー

ン 〉場，  球 ・砲丸 ・鉄棒， 

障碍台 ，   棍棒 ，   梁木，  綱 ・横木等付設梁木，

  壕跳 び（棒），   懸垂棒，  斜め台，  綱引き，

  人や物の 円形障碍場，  ア モ ロ ス 式竿，  木馬，

  城壁 ，   平行棒 ， など31種に及ぶ 体操器具 ・配

置図や それ ら の 各種運動法の 図，合計 18枚が付 さ

れ て い る ．

　本文全体 は，第 1章　指導上の 一般規則 （regles

g6n色rales 　et　division　de　l’instruction）， 第 2 章

基 本練習 （exercices 　el6mentaires）， 第 3 章　応用

練習 （exercices 　d’application）の 3 章構成で ある．

第 2章基本練習は，柔軟性の 運動， 平均運動 ， 筋

力 を高め る運動，発声法練習の 4 つ で構成 され て

い る．第 3章応用 練習は，第 1 部壕 ・溝等の 障碍

越 え （franchir　des　fosses．　des　ravins ，　etc ）， 第 2

部梯子 （escatades ），第 3 部 走 （des　courses ）， 第

4 部 曲乗 り（voltige ）に分 か れ て い る．木 馬運動

（voltige 　sur 　les　chevaux 　de　bois）は 字義 どお りに

は 「
木の 馬の 上で 行なう曲乗 り」 で あり，棚，水

平棒 ， 吊 り棒 ， （の 上で行 なう運動）とともに，こ

の 第 4 部 に含 まれ る運動で あ り， 165−175頁 まで

の 約 10頁分が割 り当て られて い る．

4．「
木馬之書」 運動記述の 検討

　木馬之書に は 「
木馬上 に 飛上 る運動」，

「
章」，

「条 」，

「挙動 」，

「理解」 の ように ， 運動名称，分類，

順序 ， 説明 を示す語が見 られ，体系的な記述の仕

方が と ら れ て い る． （図 3 ， 4 参照）こ れ は 原 書
「lnstruction（ア ン ス トリ ュ ク シオ ン ）」 に沿っ た

「
記述 」 で あ り，後の 「体操教範」 に も引 き継が

れ て い る．例 えば明治 20年 「
体操教範 」

「第 1 演

習跪坐 ， 第 1動 ， 第89
， 木馬の側 方よ り駈け来 り

木馬 を距 る大約零米突三十の 地 に跳 び込み 両脚 を

揃 えて踏み 切 り……
」 （陸軍省

2np
．25）などと類

似 した記述形式で ある．

　こ こ で は ， 主に運動の 種類を意味 して い る と見

られ る 「第O 挙動 」 別にその 内容 を見て 行きた い ．

なお ，紙幅の都合上 17の全ての挙動 を取 り上げる

こ と は 困難で あるため ，
こ こ で は記述上 の 特色や

木馬の構造の ほか， 3 つ の 挙動 を代表例 として検

討する ．

　（1） 運動分類を示す語 「木馬上に 飛上 る運動 」

　　
「
馬の 側面 よ り飛越る業 」

　こ こ で は先 ず ，

「木馬上に飛上 る運動」 とい う

大 きな運動分類 を示す語が項 目 として使われ て い

る．「木馬上で の 運動 」 や
「
木馬上 か ら飛 び下 り

る運動 」 項目はない ．が ， 実質的 には含まれ て い

る こ とは，
「
新兵体術教練」

26〕
に も 「馬上飛 び乗

りの 法 」 とい う項目だけが 示 されて い る こ と と同

様で ある．

　また 「
第二条」 が

「
馬の 側 面 よ り飛越 る業」 と

ある の に対 し，
「
第
一

条」 に は運動分類 を示す こ

とば は用 い られ て い ない 。が，原書 に は article

ler： voltige 　par　la　croupe 　de　cheva 且（第 1 条 ：馬

尾上で の 運動）とある ． したが っ て こ こ で は，林

正十郎の 原文に は欠落 して い るが，第二 条の 訳語

に対応 させ て
，

「第一条」 を 「
馬尾上 よ り飛越 る業 」

と分類 して 記述 して おきた い ．

　  　木馬の 構造

　林正十 郎の 説明に は木馬の 構造は示 されて い な

い ．

　 1847年版
「lnstruction（ア ン ス トリ ュ ク シ オ

ン）」 の 図の 木馬に は 高 さ 1．3m （長 さ2．1m ），

1．5m （長 さ2．2m ），
1．7m （長 さ2．3m ）の 3種類指

示され て い る．又 selle （鞍）とpom （m ）eau （鞍の 前

後 に つ く把 手）が あ り， 頭 部 を欠 い た 馬 首

（encolure ）と円 い 馬尾 （尻）（croupe ）があ り， 4 本

の 固定脚が地中に埋め込 まれて 固定され て い る．

現在の体操競技用鞍馬 に近い ．（図 5 参照）林正十

郎 の 木馬運動 記述 に も，
「左手にて 鞍の 前部 を掴

み，右手 にて 鞍の 後部 を掴 むへ し」 （第13挙動）な

ど，鞍を掴む動作が第13 ・14挙動に見られ る の で ，

た しか に鞍の ある木馬 と同様で あ る と考えられ

る．

　
一

方，
フ ラ ン ス 陸軍の 伝習 を実見 して記述 した

とい わ れ る
「
新兵体術教練 」 の 木馬 （図 6）に は

setle （鞍）と pom （m ）eau （鞍の 前後 に つ く把 手）は

見 られな い ．また ， 馬首は頭部が あ り，馬尾は垂

直に切 り取られて い る． 4 本の 固定脚が地中に埋
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5図

図 6　田 辺良輔
「
新兵体術教練」 木馬運動図

め 込 ま れ て 固 定 さ れ て い る こ と は 1847年版
「lnstruction（ア ン ス トリ ュ クシ オ ン）1 と同様で

あ るが ，
「
馬の 高さ を自在なら しめ ん為」 の 踏み

切台が 置かれ て い る．また記述 されて い る運動は

「
馬上 飛び乗 り」

「
飛 び越 し」 の 2種で あ り，鞍

馬 よ りは現在の 跳馬 に近 い ．田辺良輔の 木馬図が

正確な描写で ある とすれば
，

フ ラ ン ス 軍事顧問団

の
一

行が使用 した木馬 は，鞍の ない 木馬で あ っ た

こ とに なる．また ， わが国の 明治17年版 ・20年版
「
体操教範」 木馬 に も鞍が ない こ と を考える と，

わが国の 木馬運動は ， その 導入期か ら鞍の ない 木

馬 を使用 した跳馬的な運動を偏向して採用 して い

たと考える こ ともで きるか もしれない ．

　（3） 第一章　動作の介助 ， 発声につ い て

　こ こ で は
「
教師 は二 員の 人 を木馬の 傍に在ら し

め，騎 士の 挙動 を介抱せ しむへ し．」 と 2 名の 動

作介助 者を馬の 脇 に配置 して ，運動者 「騎士 」 の

挙動 を介抱 す る と い う体育的な配慮を示 して い

る．

　また ，

「騎士 は 挙動の 勢節に応 し其数称 を高 く

発声す へ し．」 と号令 ・数称の 発声を重視 しつ つ ，

運動方法の 分節化と順序付 けを行 っ て体育的な配

慮 を示 して い る．

　（4） 第
一
条 （「馬尾上 よ り飛越 る業」）の 木馬運動

　　  第一
挙動

　　「馬尾上 に身体両脚及ひ両手を挙け重ねて後

　　方に退飛す るな り．即第
一

図 abC の 如 し．」

　こ の 運動経過説明 は
，
1847年版 「lnstruction（ア

ン ス トリ ュ ク シ オ ン ）」 の 本文167頁 「Ser　EXER −

CICE −Enlever　 1e　 corps 　 et　 les　 jambes，　 les　mains

sur 　la　croup 　et　se　lancer　en 　arri6re （fig．171，　pl．

xxm　a ．b．）」 の きわ めて 正確な訳で ある． また こ

の説明は巻末の 付図 ，
Fig．171図中 に も記 され て

い る．（図 4参照）．また ， 原書に は図は ab の 2

つ だけが指示 され て お り， 説明文に も c は見当ら

ない こ とか ら， abC とした の は林正十郎の 勘違

い で あろ う．こ の ような例は 第 1
，

2 ， 5， 6 挙

動 に見 られる．

　こ の 運動の 説明 と思われる第二章は，
「Instruc・

tion（ア ン ス トリ ュ ク シ オン）」 で は上記の 文章に

引 き続 い た
「291」 と番号が付 された部分の抄訳

で ある．10− 12歩の 助走と踏み 切 り ・着手（一の
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発声）， 50度の 角度で の 第
一

飛躍 ， 後方 へ の 飛び

下 り（二 の 発声）， 両腕 を両肩の 高 さに 伸ば した独

特 の 着地姿勢が示 されて い る，

　「
右理解 」 とした 「第三章」 は，

厂lnstruction（ア

ン ス トリ ュ クシオ ン）」 で は Obserbations（観察，

ある い は規則の 意）と見出 しの つ い た 「292」 の 部

分の 抄訳であ る．助走 と踏み切 りに よ っ て
「勢力」

を加える こ とを述 べ て い る．（こ の 説 明中， 「第
一

条の 挙動及 び第二 条中の 或る挙動」 は
「
第

一
条 の

挙動及び第二 章中の 或る挙動 」 （傍点筆者）で なけ

れば ならな い ．｝

　なお，明治 17 ・20年版
「
体操教範」 には t こ の

第
一

挙動は見 当らない ．

　　  第二 挙動

　　「右 或 は左 に向て 馬尾上 に腰 を掛 る な り．即

　　第二 図 abC の ご と し．」

　こ の 運 動 は 1847年 版
「lnstruction（ア ン ス ト

リ ュ ク シ オ ン）」 の 本 文 168頁 「2e　EXERCICE ．−

S
’
asseoir 　sur 　la　croupe 　face　a　droite（ou 　face　A

gauche）（fig．172，pL 　XX団．a ．b．）及 び Fig．172図 の

説明の 訳で ある （図 4参照）．但 し，先述の 通 り図

に は ab の 2 記号 しかない ．

　「第四章 」 は
， 原書で は 上 記の 文に 引 き続 く，

「293」 と題 された 説明文 の 抄訳で あ る．着手 と飛

上 り及び左 に向い て の 着座 （
一

の 発声）．足 と両腕

を伸ば した着座姿勢 （二 の 発声），着地（三 の 発声）

を説明 して い る．なお
，

「腰 を揃 へ て前に伸 し」

は運動形態上 困難で ある．これ は原書 に bras（腕）

とあ り，
「腕 を揃 えて 前に 伸 し」 で なけれ ば なら

ない ．なお
， 明治 17 ・20年版

「
体操教範」 に は

，

こ の 挙動は 見当らな い ．

　　  　第八挙動

　　「
馬首に 飛上 り， 腰 を掛けて 直に 地上に下 る

　　な り、即 ち第八 図 abcd の如 し」

　こ の 運動 は 1847年版
「lnstruetion（ア ン ス トリ ュ

ク シ オン）」の 本文 171頁及び Fig．178図の 説明
「8e

EXERCICE ．−Arriver　2　cheva 重 sur 　t
’
encole 　sans

s
レ
y　asseoir 　et　descendre　（fig．178．p1．XXW　．a ．b．

c ．d．）の 訳 で ある （図 4 参照）．た だ し，
　 sans 　s

’
y

asseoir は
「
腰 を掛 け て 」 で は な く 「第十 章」 の

説明にある よ

 の挙動 は見当らな い ．

　以上 の よ うに
「
木馬之書 」 の 運動記述 を検討 し

た結果，明 らか に な っ たこ とをまとめ て お こ う．

　（1） 「木馬之書 」 の
「
木馬上 に飛上 る運 動 」 の

　　12挙動，
「
馬 の 側 面 よ り飛越 る 業 」 5 挙動の

　　合計17の 運動説明 とそれ に付 され て い た であ

　　ろ う図の 指示 （15図）は，1847年版 「lnstruction

　　 （ア ン ス トリ ュ ク シオ ン ）」 の 図 ときわ め て 正

　　確に対応す る．また
， 林正十郎

「
木馬之書 」

　　にある 「第○挙動 」 の 次に記 され て い る運動

　　説 明 は 1847年版
「lnstruction（ア ン ス トリ ュ

　　 クシ オ ン）」 の 本文及 び図中に ある説 明 をほ

　　 とん どその まま 日本語訳 を した もの で あ る．

　　　 した が っ て ，
「
木馬之書 」の 原書 が Instruc・

　　tion　pour 　1’enseignernent 　de　la　gymnastique で

　　ある と断定して 間違 い な い ．

　（2） 「木馬之書」 に 見 られ る 17の 木馬運動は
，

　　鞍馬的 な運動 と跳 馬的な運動，及び これ らを

　 　複合 した運動 に大別 される ．こ れ ら の 運動は

　　 きわめ て 体系的 な運 動分類 と，明快 な運動説

　　明，そ して原書に よる確認 しか可能で は ない

　　け れ ども， 連続的な運動経過 を示す図が 付 さ

　 　 れ て い る ．

　（3） 「木馬之書」 に見ら れ る 17の 木馬運動の う

　　 ち，「体操教範 」 に引 き継が れ る の は 主 と し

　　て 跳馬的な運動で あ る．た だ し． その 運動名

　　称や 運動 法は か な り変化 してお り，
「木馬之

　　書」 そ の ままで は ない ．
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結 論

1．わが国近代体育史上 に お け る 「木馬之書 」 の

　 意義

　（1） わが国近代体育史上最 も古 い 西洋体育の 紹

　　介書

　 わが国の 幕末か ら明治初期に か けて の 近代体育

史叙述は，従来お お よそ次の よ うに まとめ られ ，

田辺 良輔
「
新兵体術教練 」 （明治元年）が，最 も古

い 西 洋体育 の 紹介書と され て きた．

　幕末か ら明治初期に かけて
，

わが国の 近代体育

は軍制改革 と関連 して，幕末の 兵営や藩学校 に芽

生 え ， 藩学校で は こ うした ヨ ーロ ッ パ 起源の 新 し

い 身体訓練法を
， 伝統的な槍術 ， 剣術 ， 馬術 ， 水

練術等と区別 して，体操，体術，筋節運動等と ま

ち まちな名称で呼んで きた．こ うした中で
， 慶応

2 年末に 来 日 した幕府 の フ ラ ン ス の 軍事使節 団

シ ャ ノ ワ ン らの 果た した役割 は．体育史上 きわめ

て注 目に値す る．彼らは，近代的国民軍編成の 基

礎訓練 を重視 し， そ の ため の 体操の 必要性 を力説

す る とと もに
，

い わ ゆ る 仏式伝習の 中 で 体操を教

授 した．それ ら の 内容 は柔軟体操の 類の 外 に ，木

馬を越 した り，吊 り縄 に登 っ た り， 高台か ら跳 び

降 りた りす る若 干の 応用体操で あ っ た．それ らの

フ ラ ン ス 軍 事顧問団 の 教授 した運動法や 体操法に

関す る最初の 具体 的な研究成果が ， 田辺良輔 「新

兵体術教練」 （明治元 年）で あ っ た． （岸野
z5｝

pp ．1
− 5 ）

　 しか しな が ら．林正十 郎
「
木馬之書 」 は，慶応

3年の 著作 と考えられ ， 田辺良輔 「新兵体術教練 」

（明治元年）よ り以 前に著わ されて い る．すなわ ち

わが国近代体育史上最 も古い 西 洋体育の 紹介書で

ある．

　（2｝ 原書 に基づ い た体育研究

　さらに， 「新兵体術教練 」 は
， 田辺 良輔自身が

序文に書 い た よ うに，主 に伝習経験 と実見，簡単

な号令詞 を基 に して著わされ た もの で あ り，お そ

ら く原書 と は 違 っ て い る で あろ うとい うもの で

あ っ た．こ れに対 して 林正十郎 「木馬之書」 は，

シ ャ ノ ワ ン らが持 ち込ん だ フ ラ ン ス体育法が，単

に伝習経験 と実見 ， 簡単な号令詞に基 づ く原初的

研 究 で あ っ た だけで な く， Instruction　pour　l
’
en ・

seignement 　de　la　gymnastique とい う原書 に基 づ

い た
， しか も仏 語に堪能 な開成所教授職の 手に よ

る，洋学研究の
一

つ と して 学問的に評価 され るべ

き研究であ っ た こ とを教 えて くれる の で あ る．

　（3） 明治前半期にお ける フ ラ ン ス 体育研 究の 嚆

　　 矢

　 また，
「
木馬之書」，或い は

「
新兵体術教練 」 な

どの フ ラ ン ス 体育研究は，明治以 後も陸軍に引 き

継がれて い く．明治 6年陸軍 は戸 山出張所 を設置

し，エ シ ュ マ ン 建 議を採用 して
． 体育研究 を制度

化 した し t 明治 7年に は フ ラ ン ス か らジ ュ ク ロ を

招聘 し，体操研究 と指導に 当た らせ た． また同明

治 7 年に は ，1860年版
「lnstruction（ア ン ス トリ ュ

ク シ オ ン 〉」 を原書 と して初め て の
「
体操教範」

を刊行 した．また同明治 7年には同 じくフ ラ ン ス

人ベ ル ニ ュ の 「
体操書」 が，以前沼津兵学校の 教

官で あ っ た 石橋好一に よ っ て 訳 され た （岸野
2s ，

pp．

4 − 5 ）．こ うした陸軍 にお け る体育研究水準の 質

と量は
， 体操 伝習所設立に よ っ てそ の 成果が現 れ

て くる明治 14・15年頃 まで は
， 文部省の そ れ をは

るかに凌駕して い る．

　林正十郎
「
木馬之書」 は，その よ うな陸軍に お

ける フ ラ ン ス 体育研究の 最 もは じめ の 位置 に来る

研究 と して 位置付けられ，
「
体操教範」 な どへ 与

えた影響な ど も も っ と精緻 に研究 され る必要があ

ろ う．と い うの も， 明治 19年か ら全国の 中等学校

に
「
兵式体操 」 が導 入 され ，

「体操教範」 が 教科

書の …
つ と して学校現場に導入 され て

， 各地方の

中等学校 を中心に 器械体操場が 新設 され て い く．

明治 22年以前の 「
体操教範」 は基本的に 「lnstruc．

tion（ア ン ス ト リ ュ ク シ オ ン ）」 を参考 に して い る

と見 られ，即 ちそれ は
「
木馬之書」 以来の 器械運

動を含ん だ フ ラ ン ス 体育の 研究成果が，軍隊の み

ならず学校へ も導入された こ とを意味す る．それ

は文部省が体操伝習所を通 じて ，わが 国に適 した

体育法 と して 選定 し，全国の 諸学校へ 普及 を図ろ

うと して い たア メ リ カ ・
ダ イオ ・ル イ ス 式の 普通

体操とは系譜の 異 なる もの で あ り，それ故に その

調整 と統
一

が 大 きな問題 に な っ た の で あ る． 「木

馬之書 」 は ，そ うした兵式体操 に連なる フ ラ ン ス
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体育の 最初 の 具 体的 な研究で あ っ た こ と に なる．

2．体育術語学史にお け る
「
身体運動学」 の意義

　さて
， 明治初期 まで の わが国の 体育用語 と して

「
身体運動学」 とい う語は初めて発見 された もの

で あ る． しか もこ れ は gymnastique に対応 す る

訳語 と見 られる．

　周知 の よ うに幕末 の 日本人 に 最初に 注 目 され た

術語 は
， 軍制改革 と関連 して使用 され た gymnas ・

tiek（蘭），　gymnastique （仏 ），　gymnastic （英）で あ っ

た．それが
「
体操」 と訳され る よ うに なる の は，

遅 くとも明治元年で あるが ， それ まで は色々 な訳

語が試み られた．明治 5 年の 学制で さえ，まだ体

術 とい う語が使用 され，制度上体操 と い う語 に統

一
され るの は 翌 6 年 からなの で ある，それ以 後，

体操 は 長 い 間学校体育の 教科名称 と して用 い られ

る よ うにな っ た （岸野
25｝

pp，21−22＞．

　こ うした体育術 語学 （Terminologie）史を検討す

る と
， 林正 十 郎 「木馬之書」 に用 い られた 「身体

運動学 」 の 訳語は 3 つ の点で体育史上大 きな意味

を有す る．第 1 は，gymnastique が 身体の運動 を

示す こ とば で ある こ とを明確 に認識 して い る点で

あ る．第 2 は，身体 の 運動が
「
学」 と して 捉 えら

れて い る点で ある．第 3 は，それ らが示 され た の

が 慶応 3 年 （1867）の こ と と考えられ る点で ある．

　沼 田 （沼田
15
り に よれ ば

， 幕末期 に は開成所 に

おけ る洋学研究の 主力は結果的 に軍事学 に動 員さ

れる よ うに な り，それ まで の医学や 自然科学 的洋

学研究の 蓄積 を踏 まえて，人文科学部門 の 勃興 に

結 びつ い た と言 う．林正 十郎 も フ ラ ン ス陸軍 の 兵

学研 究の 一
つ と して 「lnstruction（ア ン ス トリ ュ

ク シ オ ン ）」 を研 究 し，そ の 内容 や 体系性 か ら

gymnastique が
「
身体運動学」 で ある との 認識 に

たど りつ い たの で は ない か と考 え られ る．

　即 ち林正十郎
「
木馬之書」 は，わが 国の近代体

育学の 勃興 を， 従来に も増 して幕末洋学史との関

連の 中で理解 すべ きこ と を教 える．

　で はなぜ 幕末か ら明治初期 に，その よ うな学問

的な成果が公表 もされず，社会的な還元 もな され

なか っ た かが 明 らか に され ね ば な らな い が
， そ れ

は今後 の 課題で あ る．

3．わが国器械体操史 上の 「木馬之書」 の 意義

　さて
， 林正 十郎 「木馬之書」 は ，

わ が 国の 器械

体操の 導入が，慶応 2年（1866）の フ ラ ン ス 軍事顧

問団が 持参 した フ ラ ン ス 陸軍省 「lnstruction（ア

ン ス トリ ュ クシ オ ン）」 から始 ま っ て お り，その

中で も特に フ ラ ン ス 式の 騎 兵馬術訓練 に関連 し

て ，木馬運動 に注 目され て い た こ と を教 えて い る．

そ の 木馬運動は 原書で は，鞍の つ い た木馬 を使用

した ， 鞍 馬運動 と跳馬運動が 分化す る以前の 運動

で あ っ た ようで あるが，実際に使用 された の は鞍

の な い 木馬で あ っ た 可能性 があ る．また，こ の 木

馬運動 は後の 陸軍省 「体操教範」 に，主 に跳馬運

動に形 を変えなが ら引 き継 がれて い る．それ らの

運動学的変遷 を明らかにする こ とは今後の 課題で

あろ う．

　以上 の よ うに，林正十 郎
「木馬之書」 は ，幕末

にあ っ てわが 国 近代体育の 扉を開 い た書 と して 位

置付け る こ とが で きる ．

付 記

　本研究 に際 して，多 くの 方々 の ご協力をい ただ

い た．金沢市立図書館 や 内閣文庫の 方々 ．そ して
，

何 よ りも病気療養中に もかかわ らず，貴重な資料

の 提供 と研究 の 方向性 を熱心に ご教示下 さ っ た元

筑波大学大場
一
義教授． フ ラ ン ス か ら原書 を見つ

けだ す労 をお取 り下 さ っ た神戸 大 学清水重 勇教

授．林正十郎の 資科 をご教示下 さ っ た 日本大学富

田仁教授．

　特記 して
， 心か ら の 謝意を申 し上げた い ．

　なお ，本研究 の
一部 は 1992年 5 月に 大阪体育大

学で の 日本体育学会体育史専門分科会で 発 表した

もの で ある，

注

注 1 ） こ の 開成所退職年月 日が 不明確な の は．慶応 4年

　　（1868）と い う年 が
，

1月 に鳥羽 ・伏見の 戦い が起 こ

　　り，徳川慶喜追討令が出され， 4 月 に は江戸城 の 開

　 城， 5 月 に は奥羽 越列藩同盟成立，8 月に は 会津戦

　 争， 9 月に は 明治改元，と世情騒然と して混乱 した

　 年で あ っ た た め で あ ろ う．林正十郎 は 幕府 の 陸軍御

　 用係で あり， 慶応 4 年 （1868）春 に は，自ら会津戦争

　　に参加す る ほ どの 武人で もあ っ たから，実質的 に は
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　　慶応 4 年（1868）の早い 段階で開成所教授職 と して の

　　仕事は行 っ て い なか っ た の で は ない か と推測され

　　る．また，慶応 4 年（1868）2月 に は，幕府とフ ラ ン

　　ス 軍事顧問団 と の
「
教師解約 」 （勝

‘）

p．339）が なさ

　　れ て，陸軍 三 兵御用 （翻 訳 係）と して の 林正 十 郎 の 公

　　的役割は 終 r した と見 ら れるこ と もこ の 推測を支持

　　 し よ う．

注 2 ）加越能文庫 は．加賀 5代藩主前 田 松雲公以来 の 集

　　積 として 有名な尊経閣文庫 の
一

部 で ，加越能郷土資

　　料を収め て い る．

注 3 ）なお，加越能文庫
「
渡辺庸1日蔵 」 文書 に は，こ の

　　 「木馬之書 」 の ほ か に ，次 の よ うに 幕末期 の フ ラ ン

　　ス 式操練や馬術書 7冊 （何れ も写本）が ある．

　　  「
軍術叢談 」．仏式兵術．陸軍の 兵制 ・兵器 を解

　　　説す る．この 中 に，兵器 に は 鉄砲，刀 ，槍が あ り，

　　　そ れ らの 熟達 に は 「ギ ュ ム ナ ス チ
ー

ク （想 フ ニ 連

　　　動）」 が 必 要 とい う記 述 が み ら れ る．す な わ ち

　　　gymnastique の 内容が次第に理解 され て きて い る

　　　様子が わ かる．

　　  「
騎兵操練書等」，馬 上 教練 の 内乗馬生 兵教練 2

　　　冊，騎兵操練書附眉
・新馬の 乗込 （吉木順吉訳），

　　　号令控 （
「
慶応三卯 （1867｝

一
十
・
月仏人教師より伝授1 ）

　　　　な お，こ の 訳 者で あ る 吉木順吉も林正 十 郎 ら と

　　　と もに 村上 英俊 に 仏学 を学 ん だ ひ と りで あ る
Z7）．

　　　　吉木順吉 は 元津和野藩士，明治元年金沢藩士 に

　　　招か れ，金沢市南町 の狂言士畳屋 九郎兵衛の 自宅

　　　能舞台 に道済館 とい う仏学 ・漢学塾 を開 い た．同

　　　年 10月 に 金沢 を去 っ て い る （金沢市 教育 史稿，

　　　P．36）．

　　  「騎兵徒歩演習」，小隊教練

　　  「
騎 兵徒歩演習」，第 2 巻第 3 ・4 教

　　 
「
騎 兵 生 兵 訓 練 」，洋 式 馬 術 教 練 法 図 解

　　  「
仏人フ リ

ー
伝習 」，乗馬姿勢．馬術用語，号令

　　　（「寅 （慶応 2年）八 月二 十 四 日佛人 フ リーf云習 テ オ

　　　リ
ー

」）

　　  「
乗馬 生 兵教練運動図 」，洋式馬術運動図

　　　　こ れ ら の 書 は すべ て フ ラ ン ス 式 の 馬術書 ・馬術

　　　操練書で ある．こ の 中の  仏人 フ リ
ー

伝習 は 「
寅

　　　八 月二 十 四 日佛人 フ リ
ー
伝習 テ オ リー

」 とあ り．

　　　慶 応 2 年 （1866）8月 の 伝 習 で あ る こ とが わ か る．

　　　 シ ャ ノ ワ ン ら フ ラ ン ス 軍事顧問田来 日以前 の こ と

　　　で あ り，考え ら れ る とす れ ば，フ ラ ン ス の 援助 に

　　　よ る横須賀製鉄所 の 開設 に 伴 っ て 慶応 2年 （1866）

　　　2 月16 日 付で 「製缶職」 （月給 100 ドル ）と して 雇

　　　わ れ た フ ラ ン ス 人，もと 「
ツ
ーロ ン 造船所製缶頭

　　　目補 Constantin　FranCDis　F61ix」 （篠 原
23）

p．91）で

　　　は な い かと思われる．とい うの は，製鉄所 に伴 っ

　　　て フ ラ ン ス 語学校も開設され て お り，田島応親（篠

　　　原
z ：Dpp

」10−ll）に よれ ば，こ の フ ラ ン ス 語学校は ，

　　　陸軍幼年学校の よ うな性格を も っ て い た た め に，

　　　
「
江戸か ら十数頭 の 馬 を持 っ て 横浜 に 参 り，学校

　　　内 で 生 徒 に 馬術 を教 え 始 め た．それ で 生 徒 に 馬術

　　　を習わ せ ，かたわ ら生徒の 体育を図 っ た」 と製鉄

　　　所 に 関連 した フ ラ ン ス 語学校で 馬術訓練が行われ

　　　た こ とを述 べ て い る か ら で あ る．

　　　　また  「騎兵操練書等」 は，「慶応 三卯（1867）

　　　十月仏人教師より伝授」 とあ る．

　　　　さて，なぜ こ うした仏式伝習の資料が 加越能文

　　　庫 に 所蔵 さ れ て い る か に つ い て 簡単 に 述 べ て み た

　　　い ．結論的 に 言うな ら ば，幕末加賀藩の 軍制改革

　　　資料 と して 収集 された の で は ない か と考え られ

　　　る．加賀藩史料幕末編 （下巻）に よ れ ば，「
加賀藩

　　　騎兵隊を起 こ さん とす る を以 て 馬匹 及 び 馬 場 に 関

　　　す る 調 査」 が 命じ られ た の が 慶応 3 年 6 月 2 日．

　　　 6 月28日に は
「

騎兵稽古馬場」 の 開設が告示 され，

　　　8 月に
「
騎兵稽古 の 為，江 戸 に派遣志望 を募集」

　　　した．その 結 果岡 田 平之進，岡 田 朝 五郎，岡 田義

　　　太郎 の 3 名が
「
英人に 銃隊伝習為致 」 ため

「
横浜

　　　表へ 差遣」 ら れ たが，「公辺 に お い て は陸 軍之兵

　　　制仏国之法御採用相成候儀 に 付 」．「
仏式歩兵隊業 」

　　　伝習 に 変 更 に な っ た．ま た，岡 田 ら 3 名 が い つ 加

　　　賀藩 に 帰国 したか は 不明 で あ る が，明治元年IZ月

　　　に は，藩校壮 猶館で 銃砲教練 の 改革が行なわれ，

　　　
「
且 西洋馬術稽古も御取建」 に な っ て い る．又慶

　　　応 3年12月 に は 「横浜表に 於て 購 人 せ しめ た る 舶

　　　来新筋入短銃千挺」 が金沢 に 到着して お りt 財力

　　　を生 か した加賀藩の 近代軍制改革の 様子がうかが

　　　わ れる．仏式伝習関 係 の 資料は こ の よ う な事情 の

　　　な か で 加賀藩 に 集積 した もの と思 わ れ る．また，

　　　こ れ らの 文書 は，仏式伝習 の 内容 や わ が 国 へ の 洋

　　　式馬術 の 導入史を明 らか に す る Lで きわめ て資料

　　　価値 が高い と思 わ れ る．

注 4 ）筆者 は 1860年版 「｛nstruction （ア ン ス ト リ ュ ク シ

　　オ ン ）」 に つ い て は，付図 しか 見て な い が，その 内

　　容 は 1847年版
「Instruction（ア ン ス トリ ュ ク シ オ ン ）」

　　 と同
一

で あ る．

注 5 ）後の
「
体操教範 」 と い う訳 は ，原書に 忠実 で，か

　　つ 簡潔 な名訳 で ある．また，神戸大学清水重勇教授

　　 に よ ると，フ ラ ン ス 陸軍省
「lnstruction（ア ン ス ト

　　リ ュ ク シ オ ン ｝」 は，そ の 中に
「
ア モ ロ ス 式竿 」 が

　　で て くる こ とか ら も分 か る よ う に，全 面 的 に ア モ ロ

　　 ス の 体育法 に依拠 した もの で あ る とい う，
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